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(57)【要約】
【課題】ディフューザから吹き出される吹出空気の分流
内容を切り替えることができるようにしたシロッコファ
ンを備えた空気調和機を提供する。
【解決手段】回転軸方向から吸入した空気を径方向に吹
き出す羽根車と、該羽根車を収容し該羽根車から吹き出
される空気を前記羽根車の周りに周回させて外部に吹き
出す吹出口にディフューザが設けられたケーシングと、
を有するシロッコファンを備え、前記ディフューザは前
記ディフューザから吹き出される吹出空気の吹出方向を
横方向に広げる分流板を備えている空気調和機において
、前記ディフューザに前記分流板を取り付けるための複
数の取付部が設けられ、前記分流板は前記複数の取付部
から選択した特定の取付部に取り付けられるようにした
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸方向から吸入した空気を径方向に吹き出す羽根車と、該羽根車を収容し該羽根車
から吹き出される空気を前記羽根車の周りに周回させて外部に吹き出す吹出口にディフュ
ーザが設けられたケーシングと、を有するシロッコファンを備え、前記ディフューザは前
記ディフューザから吹き出される吹出空気の吹出方向を横方向に広げる分流板を備えてい
る空気調和機において、
　前記ディフューザに前記分流板を取り付けるための複数の取付部が設けられ、前記分流
板は前記複数の取付部から選択した特定の取付部に取り付けられるようにしたことを特徴
とする空気調和機。
【請求項２】
　請求項１に記載の空気調和機において、
　前記分流板は弾性を有する材質で形成され、前記特定の取付部に応じて変形可能である
ことを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の空気調和機において、
　前記ディフューザは上面部及び下面部を有し、該上面部及び下面部に前記取付部として
の係合手段が組単位で設けられていることを特徴とする空気調和機。
【請求項４】
　請求項３に記載の空気調和機において、
　前記係合手段は、前記ディフューザから吹き出される吹出空気が横方向に広がるように
前記ディフューザに前記分流板を装着できるようにした第１組の係合手段と、前記ディフ
ューザから吹き出される吹出空気の横方向への広がりが前記第１組の係合手段による場合
よりも大きくなるように前記ディフューザに前記分流板を装着できるようにした第２組の
係合手段とからなることを特徴とする空気調和機。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１つに記載の空気調和機において、
　前記ディフューザは左側面部と右側面部を有し、前記分流板は前記ディフューザの前記
左側面部の内側と前記右側面部の内側に、左右対称となるよう取り付けられていることを
特徴とする空気調和機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送風機としてシロッコファンを備えた空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ダクト型空気調和機の室内機２００は、図５に示すように、建屋天井面３００と室内天
井面４００との間に、吊下げボルト５００によって吊下げ状態で設置される。この室内機
２００は室外に設置された図示しない室外機に対して、冷媒配管、電源線及び制御線で接
続されており、その室内機２００の筐体２１０の空気吸込口２１２ａに吸込ダクト６００
の一端が取り付けられ、空気吹出口２１１ａに吹出ダクト７００の一端が取り付けられて
いる。そして、吸込ダクト６００の他端は室内天井面４００に取り付けた吸込グリル４１
０に接続され、吹出ダクト７００の他端は室内天井面４００に取り付けた吹出グリル４２
０に接続されている。
【０００３】
　室内機２００の筐体２１０は横長の直方体形状であり、図６、図７に示すように、背面
の空気吸込口２１２ａを囲むダクト取付枠２１２、正面の空気吹出口２１１ａを囲むダク
ト取付枠２１１、左側面板２１３、右側面板２１４、天面板２１５、及び底面板２１６を
有する。吸込ダクト６００はダクト取付枠２１２ａに取り付けられ、吹出ダクト７００は
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ダクト取付枠２１１ａに取り付けられる。
【０００４】
　そして、筐体２１０の内部には、仕切板２１７によって空気吸込口２１２ａの側に送風
機室２１８が、空気吹出口２１１ａの側に熱交換器室２１９がそれぞれ形成されている。
送風機室２１８内には２台のシロッコファン２２０が並列に配置され、熱交換器室２１９
内には側面視でく字形状（図５参照）に組み合わされた２枚の熱交換部からなる熱交換器
２３０が配置されている。
【０００５】
　シロッコファン２２０は、図８に示すように、モータ２４０の回転軸２４１に結合され
た羽根車２２１と、羽根車２２１を収容しその羽根車２２１から吹き出される空気を羽根
車２１１の周りに周回させるケーシング２２２とで形成されている。ケーシング２２２の
空気吹出口２２２ａにはディフューザ２２３が形成されている。
【０００６】
　このディフューザ２２３の下面部２２３ａの内側の両側には、吹出空気を分流する上向
きの分流板２２３ｂが形成され、上面部２２３ｃの両側にも、吹出空気を分流する下向き
の分流板２２３ｄが形成されている。これら分流板２２３ｂ、２２３ｄは送風効率向上や
送風騒音低減のために設けられる。
【０００７】
　ところで、シロッコファン２２０の分流板２２３ｂ、２２３ｄは、固定配置されている
。このため、ディフューザ２２３から吹き出される吹出空気の吹出方向や強さは固定であ
り、室内機２００の種類が異なるときは、別のシロッコファンが必要となる場合がある。
【０００８】
　一方、ケーシングの奥側から空気吹出口にかけての横幅を調整できるようにしたシロッ
コファンが提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－１６１８９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に記載のシロッコファンは、ケーシングの空気吹出口の横幅
が調整できるのみであり、そこから吹き出される吹出空気の吹出方向や強さを調整するこ
とはできない。また、ケーシングの横幅を奥側から空気吹出口にかけて連続的に調整する
ので、その構造が複雑となっている。
【００１１】
　本発明の目的は、簡単な構成でディフューザから吹き出される吹出空気の吹出方向や強
さを調整できるようにしたシロッコファンを備えた空気調和機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、回転軸方向から吸入した空気を
径方向に吹き出す羽根車と、該羽根車を収容し該羽根車から吹き出される空気を前記羽根
車の周りに周回させて外部に吹き出す吹出口にディフューザが設けられたケーシングと、
を有するシロッコファンを備え、前記ディフューザは前記ディフューザから吹き出される
吹出空気の吹出方向を横方向に広げる分流板を備えている空気調和機において、前記ディ
フューザに前記分流板を取り付けるための複数の取付部が設けられ、前記分流板は前記複
数の取付部から選択した特定の取付部に取り付けられるようにしたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項２にかかる発明は、請求項１に記載の空気調和機において、前記分流板は弾性を
有する材質で形成され、前記特定の取付部に応じて変形可能であることを特徴とする。
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【００１４】
　請求項３にかかる発明は、請求項１又は２に記載の空気調和機において、前記ディフュ
ーザは上面部及び下面部を有し、該上面部及び下面部に前記取付部としての係合手段が組
単位で設けられていることを特徴とする。
【００１５】
　請求項４にかかる発明は、請求項３に記載の空気調和機において、前記係合手段は、前
記ディフューザから吹き出される吹出空気が横方向に広がるように前記ディフューザに前
記分流板を装着できるようにした第１組の係合手段と、前記ディフューザから吹き出され
る吹出空気の横方向への広がりが前記第１組の係合手段による場合よりも大きくなるよう
に前記ディフューザに前記分流板を装着できるようにした第２組の係合手段とからなるこ
とを特徴とする。
【００１６】
　請求項５にかかる発明は、請求項１乃至４の何れか１つに記載の空気調和機において、
前記ディフューザは左側面部と右側面部を有し、前記分流板は前記ディフューザの前記左
側面部の内側と前記右側面部の内側に、左右対称となるよう取り付けられていることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ディフューザに取り付ける分流板の取付位置を調整することができる
ので、事後的に吹出空気の吹出方向や強さを変更することができ、複数種の空気調和機に
適用することができ、汎用性が高まる利点がある。また、ディフューザは分流板の取付部
を複数設けた構造であればよいので、構造が簡単となりコスト安を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施例のシロッコファンのケーシングの斜視図である。
【図２】図１のシロッコファンに使用する分流板の斜視図である。
【図３】図１のシロッコファンに分流板を取り付けた使用説明図である。
【図４】図１のシロッコファンに分流板を取り付けた使用説明図である。
【図５】従来のダクト型空気調和機の室内機の取付説明図である。
【図６】従来の室内機の斜視図である。
【図７】従来の室内機の天面板を取り外した状態の斜視図である。
【図８】従来のシロッコファンの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１に本発明の１つの実施例のシロッコファン１００を示す。１０は渦巻き形状のケー
シングであり、羽根車（図示せず）を図８と同様に収容するようになっている。このケー
シング１０は上部ケーシング２０と、下部ケーシング３０と、ディフューザ４０とを組み
組み合わせたものである。上部ケーシング２０と下部ケーシング３０は、取付金具１２、
１３を用いて組み立てられる。ディフューザ４０は、組み立てられた上部ケーシング２０
と下部ケーシング３０で形成される吹出口１１に結合される。
【００２０】
　上部ケーシング２０は、羽根車の空気吸込口の一部となる半円形の切欠き部２１ａを有
する左側面板２１と、同様に羽根車の空気吸込口の一部となる半円形の切欠き部２２ａを
有する右側面板２２と、上面部２３ａと湾曲背面部２３ｂを有する天面板２３とで構成さ
れている。天面板２３は、左側面板２１と右側面板２２を接続している。
【００２１】
　下部ケーシング３０は、羽根車の空気吸込口の一部となる半円形の切欠き部３１ａを有
する左側面板３１と、同様に羽根車の空気吸込口の一部となる半円形の切欠き部３２ａを
有する右側面板３２と、湾曲底面板３３とで構成されている。湾曲底面板３３は、左側面
板３１と右側面板３２を接続している。
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【００２２】
　ディフューザ４０は、上部ケーシング２０と下部ケーシング３０で形成される四角形状
の吹出口１１に結合される四角の枠形状であり、下部ケーシング３０の湾曲底面板３３の
吹出口１１側に連続する下面部４１、上部ケーシング２０の天面板２３の吹出口１１側に
連続する上面部４２、上部ケーシング２０の左側面板２１の吹出口１１側に連続する左側
面部４３、及び上部ケーシング２０の右側面板２２の吹出口１１側に連続する右側面部４
４を有する。
【００２３】
　そして、下面部４１の左側面部４３に近い部分には、先端４１ｇの側に第１下係止孔４
１ａが、奥端４１ｈの側に第２下係止孔４１ｂがそれぞれ形成され、左側面部４３から遠
い側の奥端４１ｈの側に第３下係止孔４１ｃが形成されている。
【００２４】
　また、下面部４１の右側面部４４に近い部分には、先端４１ｇの側に第４下係止孔４１
ｄが、奥端４１ｈの側に第５下係止孔４１ｅがそれぞれ形成され、右側面部４４から遠い
側の奥端４１ｈの側に第６下係止孔４１ｆが形成されている。
【００２５】
　図３、図４の（ｂ）に示すように、第１下係止孔４１ａと第２下係止孔４１ｂの間隔は
Ｌ１、第１下係止孔４１ａと第３下係止孔４１ｃの間隔はＬ２（Ｌ２＜Ｌ１）である。ま
た、第４下係止孔４１ｄと第５下係止孔４１ｅの間隔はＬ１、第４下係止孔４１ｄと第６
下係止孔４１ｆの間隔はＬ２である。
【００２６】
　さらに、上面部４２の左側面部４３に近い部分には、先端４２ｇの側に第１上係止孔４
２ａが、奥端４２ｈの側に第２上係止孔４２ｂがそれぞれ形成され、左側面部４３から遠
い側の奥端４２ｈの側に第３上係止孔４２ｃが、れ形成されている。
【００２７】
　また、上面部４２の右側面部４４に近い部分には、先端４２ｇの側に第４上係止孔４２
ｄが、奥端４２ｈの側に第５上係止孔４２ｅがそれぞれ形成され、右側面部４４から遠い
側の奥端４２ｈの側に第６上係止孔４２ｆが形成されている。
【００２８】
　図３、図４の（ｂ）に示したのと同様に、第１上係止孔４２ａと第２上係止孔４２ｂの
間隔はＬ１、第１上係止孔４２ａと第３上係止孔４２ｃの間隔はＬ２である。また、第４
上係止孔４２ｄと第５上係止孔４２ｅの間隔はＬ１、第４上係止孔４２ｄと第６上係止孔
４２ｆの間隔はＬ２である。
【００２９】
　以上において、第１下係止孔４１ａと第２下係止孔４１ｂ、第１上係止孔４２ａと第２
上係止孔４２ｂは、それぞれ請求項記載の取付部であり、全体で第１組の係合手段を構成
する。また、第１下係止孔４１ａと第３下係止孔４１ｃ、第１上係止孔４２ａと第３上係
止孔４２ｃも、それぞれ請求項記載の取付部であり、全体で第２組の係合手段を構成する
。さらに、第４下係止孔４１ｄと第５下係止孔４１ｅ、第４上係止孔４２ｄと第５上係止
孔４２ｅも、それぞれ請求項記載の取付部であり、全体で第３組の係合手段を構成する。
さらに、第４下係止孔４１ｄと第６下係止孔４１ｆ、第６上係止孔４２ｄと第６上係止孔
４２ｆも、それぞれ請求項記載の取付部であり、全体で第４組の係合手段を構成する。こ
のように、本実施例では、第１組～第４組の係合手段が形成されている。第１組の係合手
段と第３組の係合手段は左右対称であり、第２組の係合手段と第４組の係合手段も左右対
称である。
【００３０】
　図２にシロッコファン１００のディフューザ４０に取り付けられる分流板５１、５２を
示す。この分流板５１、５２は、弾性を有する材質からなり横幅がＬ４、高さがＬ５の長
方形の短冊型である。分流板５１の下端には下方に伸びる間隔がＬ３（Ｌ３＞Ｌ１）の下
軸５１ａ、５１ｂが形成され、上端には上方に伸びる間隔がＬ３の上軸５１ｃ、５１ｄが
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形成されている。また、分流板５２の下端には下方に伸びる間隔がＬ３の下軸５２ａ、５
２ｂが形成され、上端には上方に伸びる間隔がＬ３の上軸５２ｃ、５２ｄが形成されてい
る。
【００３１】
　さて、上部ケーシング２０と下部ケーシング３０とディフューザ４０を図１に示すよう
に組み立ててケーシン１０を形成した後は、ディフューザ４０に分流板５１、５２を装着
する。
【００３２】
　このとき、分流板５１の下軸５１ａをディフューザ４０の下面部４１の第１下係止孔４
１ａに挿入し、下軸５１ｂを第２下係止孔４１ｂに挿入したときは、その分流板５１の上
軸５１ｃをディフューザ４０の上面部４２の第１上係止孔４２ａに挿入し、上軸５１ｂを
第２上係止孔４２ｂに挿入する。さらに、分流板５２の下軸５２ａをディフューザ４９の
下面部４１の第４下係止孔４１ｄに挿入し、下軸５２ｂを第５下係止孔４１ｅに挿入し、
その分流板５２の上軸５２ｃをディフューザ４０の上面部４２の第４上係止孔４２ｄに挿
入し、上軸５２ｄを第５上係止孔４２ｅに挿入する。
【００３３】
　以上の結果、分流板５１、５２は図３（ａ）、（ｂ）に示すようにディフューザ４０の
下面部４１と上面部４２の間に縦方向に取り付けられ、ディフューザ４０から吹き出され
る空気の分流を行う。この場合は、前記した間隔Ｌ１，Ｌ３はＬ３＞Ｌ１の関係にあるの
で、分流板５１、５２は若干撓んで変形し脱落不能に取り付けられる。このように取り付
けられた分流板５１、５２は左右対称である。
【００３４】
　そして、ディフューザ４０の左側面部４３と分流板５１の間から吹き出される吹出空気
と、右側面部４４と分流板５２の間から吹き出される吹出空気は、ディフューザ４０の分
流板５１、５２の間から吹き出される吹出空気から分離され、左右方向（横方向）に広が
る。このとき、分流板５１、５２は若干湾曲するので、吹出空気はその分流板５１、５２
の湾曲面を滑らかに通過する。
【００３５】
　一方、分流板５１の下軸５１ａをディフューザ４０の下面部４１の第１下係止孔４１ａ
に挿入し、下軸５１ｂを第３下係止孔４１ｃに挿入したときは、その分流板５１の上軸５
１ｃをディフューザ４０の上面部４２の第１上係止孔４２ａに挿入し、上軸５１ｃを第３
上係止孔４２ｃに挿入する。また、分流板５２の下軸５２ａをディフューザ４０の下面部
４１の第４下係止孔４１ｄに挿入し、下軸５２ｂを第６下係止孔４１ｆに挿入し、その分
流板５２の上軸５２ｃをディフューザ４０の第４上係止孔４２ｄに挿入し、上軸５２ｄを
第６上係止孔４２ｆに挿入する。
【００３６】
　以上の結果、分流板５１、５２は図４（ａ）、（ｂ）に示すようにディフューザ４０に
取り付けられ、ディフューザ４０から吹き出される空気の分流を行う。この場合は、前記
した間隔Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３はＬ３＞Ｌ１＞Ｌ２の関係にあるので、分流板５１、５２は図
３で説明した場合よりも大きく撓んで変形した状態で脱落不能に取り付けられる。このよ
うに取り付けられた分流板５１、５２は左右対称である。
【００３７】
　そして、分流板５１と左側面部４３との間、分流板５２と右側面部４４との間は、奥端
４１ｈ、４２ｈの側が広く前端４１ｇ、４２ｇの側が狭くなる。このため、ディフューザ
４０の左側面部４３と分流板５１の間から吹き出される吹出空気と、右側面部４４と分流
板５２の間から吹き出される吹出空気は、図３で説明したように分流板５１、５２を装着
した場合よりも大きく絞られる。
【００３８】
　この結果、右側面部４４と分流板５２の間から吹き出される吹出空気は、ディフューザ
４０の分流板５１、５２の間から吹き出される吹出空気よりも速度が増大し、且つ図３で
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説明したように分流板５１、５２を装着した場合よりも大きく、左右方向（横方向）に広
がる。このとき、分流板５１、５２は折れ曲がることなく大きく湾曲するので、吹出空気
はその分流板５１、５２の湾曲面を滑らかに通過する。
【００３９】
　このように、本実施例のシロッコファン１００は、分流板５１、５２がディフューザ４
０に対して着脱自在であり、ディフューザ４０から吹き出される吹出空気の方向や強さを
調整することができるので、１個のシロッコファン１００でありながら、２種類の吹出空
気を実現することができる。分流板５１、５２の取付用の係止孔をより多く形成しておけ
ば、同様にして３種類以上の吹出空気を実現することができる。
【００４０】
　なお、以上の実施例では、分流板５１、５２をディフューザ４０に取り付けるために、
分流板５１、５２に軸（５１ａ～５１ｄ，５２ａ～５２ｄ）を形成し、ディフューザ４０
に係止孔（４１ａ～４１ｆ、４２ａ～４２ｆ）を形成したが、これらの係合手段はこれに
限られるものではなく、適宜変更できるものである。
【００４１】
　また、前記した間隔Ｌ１、Ｌ２は、Ｌ１＞Ｌ２に限られるものではなく、Ｌ１≦Ｌ２で
あってもよい。間隔Ｌ３については、分流板５１、５２による分流を滑らかにすることと
、その撓みで取付状態が保持されるようにすること等から、Ｌ３＞Ｌ１、Ｌ３＞Ｌ２であ
ることが好ましいが、これに限定されるものではない。
【００４２】
　また、上記した実施例では、ディフューザ４０に対して取り付ける分流板５１、５２は
、同じ形状材質のものを使用したが、軸５１ａと５１ｂの間隔Ｌ３、軸５１ｃと５１ｄの
間隔Ｌ３、軸５２ａと５２ｂの間隔Ｌ３、軸５２ｃと５２ｄの間隔Ｌ３が同一であり、且
つ高さＬ５が同一あれば、分流板５１、５２として横幅Ｌ４が異なるもの複数個用意して
おいて、選択使用することもできる。
【符号の説明】
【００４３】
　１００：シロッコファン
　１０：ケーシング、１１：吹出口、１２、１３：取付金具
　２０：上部ケーシング、２１：左側面板、２２：右側面板、２３：天面板
　３０：下部ケーシング、３１：左側面板、３２：右側面板、３３：底面板
　４０：ディフューザ、４１：下面部、４１ａ～４１ｆ：係合孔、４１ｇ：前端、４１ｈ
：奥端、４２：上面部、４２ａ～４２ｆ：係合孔、４２ｇ：前端、４２ｈ：奥端、４３：
左側面部、４４：右側面部
　５１：分流板、５１ａ，５１ｂ：下軸、５１ｃ：５１ｄ：上軸
　５２：分流板、５２ａ，５２ｂ：下軸、５２ｃ：５２ｄ：上軸
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